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令 和 ５ 年
第１回定例会 新年度当初予算を可決新年度当初予算を可決

にぎやかな声が響く大芝生広場＝4月1日、城陽市総合運動公園

おもな
内　容

議案  ��������  ２～３
請願、議員別賛否の状況  ��  ３
予算特別委の審査から  ��  ４

　市議会ホームページでは、本会議のインターネッ
ト中継と録画映像を配信しています。
　また、YouTubeの市議会公式チャンネルで、委員
会および報告会の模様を配信。
　会期中は、市役所１階ロビーにおいても本会議と
委員会のテレビ中継を行っています。

本会議・委員会の映像を配信しています

今号は４ページの編集で発行し、
一般質問は休ませていただきます。
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令
和
５
年
度
城
陽
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
＝
可
決

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

３
億
９
１
０
６
万
３
０
０

０
円
を
追
加
す
る
も
の
。

　
歳
出
と
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
係
る
経
費
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
「
接
種
回
数
を
重
ね
る

中
で
接
種
者
が
減
っ
て
き

て
い
る
と
考
え
る
が
、
接

種
想
定
人
数
は
」
と
の
質

問
に
対
し
、
市
は
「
接
種

者
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、

希
望
す
る
方
に
接
種
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
そ
の
体

制
を
整
え
る
の
が
市
町
村

の
役
割
。
春
夏
は
２
万
９

０
０
０
人
程
度
。
秋
冬
は

３
万
８
０
０
０
人
程
度
と

見
込
ん
で
い
る
」
と
答
え

ま
し
た
。

（
委
員
会
付
託
省
略
）

議
　
案

　
主
な
も
の
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
城
陽
市
議
会
の
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

の
制
定
（
議
員
提
出
分
）

＝
可
決

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
新
た
に
市
議
会
に
お

け
る
個
人
情
報
の
適
正
な

取
り
扱
い
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、

議
会
が
保
有
す
る
個
人
情

報
の
開
示
・
訂
正
・
利
用

停
止
を
求
め
る
個
人
の
権

利
を
明
ら
か
に
し
、
議
会

事
務
の
適
切
・
円
滑
な
運

営
や
個
人
の
権
利
利
益
保

護
を
図
る
も
の
。

（
委
員
会
付
託
省
略
）

　
①
城
陽
市
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行

条
例
の
制
定
（
継
続
分
）

　
②
城
陽
市
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
設

置
条
例
の
一
部
改
正
等

（
継
続
分
）
＝
い
ず
れ
も

可
決

　
①
②
と
も
に
、
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
所
要
事

項
を
規
定
す
る
た
め
、
施

行
条
例
の
制
定
お
よ
び
関

係
条
例
の
改
正
等
を
行
う

も
の
。
（
令
和
５
年
４
月

１
日
施
行
）

　
①
に
お
い
て
は
、
法
律

施
行
に
関
し
必
要
な
事
項

に
加
え
、
個
人
情
報
の
開

示
請
求
手
数
料
は
無
料
、

公
文
書
の
写
し
の
交
付
等

に
係
る
費
用
は
請
求
者
が

負
担
す
る
旨
を
規
定
し
、

従
前
と
同
様
の
金
額
を
定

め
る
予
定
で
す
。
ま
た
②

で
は
、
法
律
が
直
接
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

不
要
と
な
る
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
廃
止
、
ま
た

同
条
例
を
引
用
す
る
規
定

を
削
除
し
、
法
律
お
よ
び

市
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
に
対
応

し
た
規
定
に
改
正
し
ま
す
。

　
市
は
「
社
会
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、

個
人
情
報
保
護
と
デ
ー
タ

流
通
の
両
立
を
図
る
全
国

的
な
共
通
ル
ー
ル
が
必
要

と
な
っ
た
」
と
法
改
正
の

背
景
を
説
明
し
、
個
人
情

報
の
目
的
外
利
用
拡
大
の

懸
念
に
対
し
て
は
「
市
個

人
情
報
保
護
条
例
が
廃
止

さ
れ
て
も
、
法
律
で
情
報

利
用
・
提
供
の
制
限
を
規

定
し
て
お
り
、
情
報
保
護

の
水
準
が
低
下
す
る
こ
と

は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

（
総
務
常
任
委
付
託
分
）

　
城
陽
市
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正
＝
可
決

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
令
和
５
年
４
月
１
日
よ

り
、
出
産
育
児
一
時
金
を

現
行
の
40
万
８
０
０
０
円

か
ら
48
万
８
０
０
０
円
に

改
め
る
ほ
か
、
国
民
健
康

保
険
料
に
お
け
る
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
賦
課
限
度

額
を
現
行
の
20
万
円
か
ら

22
万
円
に
改
め
ま
す
。

　
討
論
に
お
い
て
反
対
の

立
場
の
委
員
は
「
一
部
高

所
得
層
が
対
象
で
あ
っ
て

も
保
険
料
引
き
上
げ
は
市

民
負
担
を
増
や
す
。
国
が

財
政
支
援
を
行
う
べ
き
」

と
述
べ
た
一
方
、
他
の
委

員
は
「
今
後
、
市
財
政
を

責
任
持
っ
て
担
っ
て
い
く

た
め
に
は
必
要
な
改
正
」

と
賛
成
し
ま
し
た
。

（
福
祉
常
任
委
付
託
分
）

　
城
陽
市
道
路
占
用
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
＝
可

決
　
東
部
丘
陵
地
青
谷
地
区

に
整
備
予
定
の
基
幹
物
流

施
設
間
を
つ
な
ぐ
上
空
通

路
が
都
市
計
画
道
路
東
部

丘
陵
線
と
立
体
交
差
す
る

こ
と
や
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
で
想
定
さ
れ
る
民
間

開
発
を
鑑
み
、
占
用
料
の

対
象
追
加
等
を
行
う
も
の
。

　
整
備
を
予
定
さ
れ
て
い

る
上
空
通
路
に
よ
る
占
用

料
は
、
年
間
80
万
円
程
度

と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
討
論
に
お
い
て
賛
成
の

立
場
の
委
員
は
「
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
あ
ら

ゆ
る
占
用
料
に
つ
い
て
見

直
し
、
適
切
に
改
正
を
」

と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

（
建
設
常
任
委
付
託
分
）

第１回
定例会
概　要

24議案を審議�―市議会個人情報保護条例を制定へ―
　令和５年第１回定例会は2月22日から3月29日までの36日間開き、24議案をすべて
原案どおり可決・同意しました。（３・４ページに議員別賛否の状況を掲載）
　このうち2月27日、28日、3月１日、２日は各常任委員会、３月13日、15日、16日、
20日、22日、23日、27日は予算特別委員会を開催。
また、６日、７日、９日、10日の４日間にわたり、一般質問を行いました。
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人
　
事

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
推

薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
中
西
利
信
さ
ん
＝
新
任

　
こ
の
ほ
か
、
各
委
員
会

か
ら
、
第
２
期
城
陽
市
自

殺
対
策
計
画
（
案
）
、
学

校
生
活
の
状
況
な
ど
16
件

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

請
　
願

　
市
民
の
声
を
い
か
し
て

地
下
水
利
用
を
守
る
こ
と

に
関
す
る
請
願
＝
不
採
択

　
城
陽
の
安
全
で
お
い
し

い
地
下
水
を
守
る
会
共
同

代
表　

滝
澤
松
代
さ
ん　

佐
藤
典
美
さ
ん　
能
塚
耐

子
さ
ん
か
ら
提
出

　
市
民
が
安
全
で
お
い
し

い
地
下
水
を
飲
み
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
行
政
と
議
会

に
取
り
組
み
を
求
め
る
も

の
。

（
総
務
常
任
委
付
託
分
）

会　　派　　名 自　民　党
議　員　団

日本共産党
議　員　団

公明党
議員団

市民ネット
城　陽

城　陽
絆の会

会派を構成
しない議員

議　員　名

議案名・結果

奥
村
　
文
浩

谷
村
　
浩
志

平
松
　
　
亮

一
瀬
　
裕
子

谷
　
　
直
樹

小
松
原
一
哉

谷
口
　
公
洋

西
　
　
良
倫

語
堂
　
辰
文

若
山
　
憲
子

乾
　
　
秀
子

熊
谷
佐
和
美

増
田
　
　
貴

上
原
　
　
敏

相
原
佳
代
子

土
居
　
一
豊

大
西
　
𠮷
文

澤
田
扶
美
子

太
田
　
健
司

本
城
　
隆
志

市
長
提
出
議
案

市個人情報の保護に関する法律施行条例の
制定� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市情報公開・個人情報保護審査会設置条例
の一部改正等� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市水道事業及び公共下水道事業の設置等
に関する条例の一部改正� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部改正
� 可決

○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正� 可決

○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市国民健康保険条例の一部改正� 可決　○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路占用料徴収条例の一部改正� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令
和
４
年
度
補
正
予
算

一般会計（第9号）　� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特
別
会
計

国民健康保険事業（第1号）� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺田財産区（第1号）� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

介護保険事業（第1号）� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療（第1号）� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計（第3号）� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度一般会計補正予算（第1号）
� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求
めること� 　同意 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員
提出
議案

市議会の個人情報の保護に関する条例の制
定� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願
市民の声をいかして地下水利用を守ること
に関する請願� 不採択 × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○

谷直樹議員は議長職のため表決権がありません

議員別賛否の状況 ○：賛成　×：反対　
議：議長　―：不在（退場・欠席含む）
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この広報紙は植物油インキを使用しています

　予算特別委は、令和５年度当初予算７議案を審査し、
一般会計と国民健康保険事業特別会計、水道事業会計は
賛成多数、その他４会計は全員で可決しました。
　委員会は、付託を受けた２月22日に正副委員長を互
選、３月13日から延べ７日間にわたり、それぞれの視
点から質疑を展開しました。
　討論において、一般会計に反対の委員は▽東部丘陵地
開発に係る防災対策が不十分▽自殺防止対策として教育
や女性支援の予算充実を―等と述べ、国民健康保健事業
特別会計については▽後期高齢者支援金等賦課限度額引
き上げを容認できない、水道事業会計には▽広域化に明
確な反対が示されていない―等の意見が出ました。
　他方、全７会計に賛成の立場の委員は▽東部丘陵地開
発や山城青谷駅周辺整備など先を見据えた投資予算を計
上しているほかに、自治体ＤＸ推進、公用車へのドライ
ブレコーダー設置、子育て支援サイト構築等のきめ細か
な施策も盛り込まれている▽未来への投資となるまちづ
くりが着実に進められていることに加え、余裕のない財
政状況の中で福祉、教育や安心・安全にもしっかり配分
されたバランスのよい予算案―等と述べました。

予算特別委の審査から
総額は559億6,390万円に

　7会計の予算総額は559億6,390万円で、前年度
より9億1,353万円、1.6％の減額となりました。
　一般会計は前年度に対し10億5,100万円、3.2％
の減。特別会計は1億8,695万円、1.1％の増額と
なっています。

■令和５年度各会計予算�（１万円未満四捨五入）

会　計　名 予　算　額 前年度対比
（伸び率）

一�般�会�計 320億200万円 △3.2％

特�

別�

会�

計

国民健康保険事業 86億2,554万円 △1.7％

寺 田 財 産 区  3,829万円 △0.2％

介 護 保 険 事 業 67億139万円 3.5％

後期高齢者医療 16億2,476万円 7.4％

水 道 事 業 会 計 28億6,362万円 △0.8％

公共下水道事業会計 41億832万円 △0.7％

総　　額 559億6,390万円 △1.6％

会　　派　　名 自　民　党
議　員　団

日本共産党
議　員　団

公明党
議員団

市民ネット
城　陽

城　陽
絆の会

会派を構成
しない議員

議　員　名

議案名・結果

奥
村
　
文
浩

谷
村
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一般会計� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

特
別
会
計

国民健康保険事業� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺田財産区� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険事業� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

水道事業会計� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公共下水道事業会計� 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■予算特別委員会委員
◎大西　𠮷文　○谷村　浩志
　熊谷佐和美　　上原　　敏
　奥村　文浩　　平松　　亮
　澤田扶美子　　谷口　公洋
　増田　　貴　　語堂　辰文
◎委員長　○副委員長

議員別賛否の状況 ○：賛成　×：反対　議：議長　―：不在（退場・欠席含む）
谷直樹議員は議長職のため表決権がありません

令和５年度（2023年度）
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